
“神無月”に寄せて     校長 沼田 和敏 

 

旧暦の１０月を「神無月」と呼ぶのは、「八百万の神様が出雲に集まり、

各地の神様がいなくなるからだ」と教わったのは、高学年か中学生の頃だ

ったでしょうか。しかし、この謂われが中世以降の俗解で、本当は「神の月」

というのが本当だと知ったのは、それから数年後だったと思います。梅雨時

なのになぜなのかと感じていた「水無月」（６月）については「なるほど水の

月だから」と納得しましたが、神無月については「神様がいない説」の方が

しっくりくるのにと不満に思い、今でもそちらを支持しています。 

 

 ところで私たちは、「〇〇できますように」とか「〇〇がうまくいきますように」と、初詣や七夕等の時期

に神様へお願いごとをします。しかし、神無月の謂われからすれば、神様がいなくなる 10 月は、出雲

へ出向かない限り神頼みが通じない月だということになります。 

 

 さて、学習発表会当日まで、あと２週間となりました。子供たちの練習も、これから佳境に入っていき

ます。練習を見に行く度に、子供たちの気持ちがどんどん高まっていることを実感します。 

 当たり前ですが、神様仏様にすがるのではなく、子供たち一人一人が自分の力で目の前のハード

ルや壁を越えようとがんばっています。保護者の皆様には、子供たちのそんな成長した姿を、じっくりご覧

いただきたいと思います。当日を、どうぞ楽しみにお待ちください。 

 

余談ですが、私は担任をしていた頃からのルーティンを、当日の朝も多分することだろうと思います。

我が家の神棚に頭を下げ、遠い出雲に向かって「今日が最高の一日になりますように」と。 

 

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

ﾍﾞﾙﾏｰｸ･ｱﾙﾐ缶

回収(～11日)

係打合せ(5･6年)

予行練習 集金振替日 万葉まつり

放映（６年）

8 9 10 11 12 13 14

学習発表会 スポーツの日 繰替休業日 リサイクルの日 わくわく音楽

交流会(4･5年PM)

もの･ﾃﾞｻﾞ実習

(5年)

15 16 17 18 19 20 21

学校巡回公演 もの･ﾃﾞｻﾞ実習

(5年)

ｶﾀｰﾚ富山｢夢教室｣

(4年)

もの･ﾃﾞｻﾞ実習(5年)

もの･ﾃﾞｻﾞ実習

(5年)

22 23 24 25 26 27 28

学校訪問研修会 就学時健診

(5年以外給食後下校)

こころの劇場

(6年)

29 30 31

委員会活動

　※下校時刻の詳細については、「下校時刻のお知らせ」を

　　確認ください。
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☆10 月の集金額は、以下のとおりです。通帳残高を確認ください。 

１ 学習発表会について 
（１） 予行練習について 

３日（火）に実施する予行練習に、二塚保育園といずみ幼稚園の園児が来校する予定 

   です。ご家族の中に学習発表会当日は都合が悪い方がおられましたら、この日に観覧可

能です。観に来られる場合は、事前に担任を通してお知らせください。 

 スタート時刻は本番より 15 分早い８時 40 分です。後半の「二塚の四季（４年生）」

のスタート時刻は、10 時 20 分頃の見込みです。余裕をもって来校ください。 

 （２）学習発表会当日について 

本年度は、観覧人数に制限を設けません。体育館前方にござ席５～６列、その後ろに

椅子席(100 席程度)を用意します。 

    原則としてステージ発表をする児童のご家族のみ観覧可能とさせていただきます。ご

家族に少しでも前方で観ていただきたいと思っておりますので、兄弟が複数名おられる

場合は面倒をおかけしますが、座席の入れ替えにご協力くださるようお願いします。  

 （３）バザーについて 

    ＰＴＡの皆様のお力添えをいただき、今年度は事前注文品の販売だけではなく、友愛

セールやお楽しみコーナーが設けられます。 

    なお、児童下校（13:15）後のバザーについては、保護者付き添いでお願いします。 

   また、バザーや各コーナーの終了時刻および児童・保護者の最終退校時刻は 15 時とな

ります。 

 

２ 就学時健診について 

  26 日（木）は就学時健診を実施するため、５年生以外は 13 時 15 分下校となります。 

次年度最上級生となる５年生は、園児たちの健診のお手伝いをします。このため、５年生 

は 15 時 30 分下校となります。 

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生

集金額(円) 8,400円 7,400円 7,700円 7,400円 8,100円 12,400円

【ちょっといい HA NA SHI】 
私沼田は、8 月末に不注意でけがをしてしまいました。以来、学校では車椅子 

生活を余儀なくされています。休日も外出することがほとんどなく、どうかする  

と気分が落ち込みがちになってしまう毎日です。 

 でも、そんな私の支えになっているのは、子供たちや周りの方からいただく言 

葉や気配りです。本当にありがたく思う毎日です。 

 子供たちからは、「大丈夫ですか？」「お大事に！」「まだ痛い？」「早く良くなってね」「いつ

遊べるようになるの？」等々・・・ 

極めつけは、「校長先生、もう少し高級な車に換えた方が（けがをしていても乗り降りしやす

くて）いいですよ」でした。確かに、その通りです。 

なんだか急に車椅子の速度が上がったと思ったら、実は後ろから子供や教職員が押してくれ

ていた日もありました。また、ドアの開閉や荷物運び等、毎日毎日手助けをしてもらってばかり

です。   

先日、コンビニに入ろうとした時には、見知らぬ方が入口のドアを開けて私が通るのを助け

てくださいました。「ありがとうございます！」と言うと、「いいえ、どうぞ

あわてずに」と言葉を返してくださいました。 

世話や迷惑をかけてばかりで肩身が狭い思いをしている一方で、心がほ 

っこりしている自分もいます。 

これからもし自分が逆の立場になったら、できることを進んでどんどん 

したいと思います。 


